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2 Dp-2　　　 大正時代 の女 工の 食（第s 報）

○中野典予 （椙山女 学園大）馬 場景子 （名古屋 工業大）

本発表では大正時代の女工の食費の分析結果を中心課題とした発表を行なう。大正時代

の資料からの分析である理由は、日本で最初の労働法である工場法が大正５年に施行され、

大正1  2 年に第一回の改正が行なわれたことにより、工場労働者管理の記録が所轄警察署

に提出されたことを先行研究で明らかにしたように、この時代の資料は日本の労働者の研

究を行なうにあたっては非常に重要な資料であるためである。また先行研究では、女工を

取り巻く工場労働の環境を食生活と健康を中心に発表してきた。今回は大正11 年の女工

の賃金支払簿からの食費分析に焦点を当てて考察する。

女工は近代日本を支えた日本で最初の女性労働者であった。この存在は現在の日本の女

性労働者の草分け的存在であることは言うまでもない。明治以降、労働条件の改善は見ら

れたが、現在でもなお、女性というだけで労働上の差別を受けたことに関しての裁判が行

なわれている。このような事件は「昇給や昇進で性差別を受けた」ことが一番の争点とな

っているといえる。女工という呼称が付けられた女性賃金労働者は過去のものであるが、

当時の社会通念の一部の根強い男女差別の観念が現在の日本にまだ存在していることも現

実である。
大正時代の女工の食費分析を通して、当時の女工の労働条件を考察し、日本社会の中に

在る男女差の原因の一端を明らかにする。

2 Dp-3　　　　 料理名の構成 要素 一 大 正・昭和初期の中国料理 一

名古屋女大短 大　　　 南　 廣子　 ○舟橋　 由美

【目的】　 中国料理の内容を構成する要素を見つけだし、その特色を抽出すべく、料理名
の分析から始めた。その結果、中国料理名の構成要素として食品名、調理法、形状、その

他の用語、数が見い出された。 その要素は料理名の構成には一定の法liJ陛が見られた。今
回、日本における中国料理名がどのような料理内容であったかについて、大正期から昭和

初期に出版された料理本を用い、前報のものと同様に分析し、検討を行った。

【方法】　資料は大正期の『家庭で出来る食通の喜ぶ珍料理』と『東西家庭料理法』、昭

和初期の『満州料理法』を用いた。料理名は食品名、調理法、形状、その他の用語、数の

項目に従い分類し、文字数やその構成要素の配列について比較検討を行った。

【結果】　料理数は『家庭で出来る食通の喜ぶ珍料理』で24 品、『東西家庭料理法』39品、

『満州料理法』209 品であった。料理名はいづれも３～４文字の漢字で成り立っているも

のが大半がであった。料理の分類についてみると、単に料理名の羅列、菜類別、季節別、

調理法別に記載されているものがあった。各要素の出現率は資料順にあげると、食品名で

39. 1、44.3、45. 1% 、調理法23.4、27.8、30. 9% 、形状7.8、12.4、11.6% 、その他の用
語28.1、11.3、9. 9% 、数字1.6、4. 1、2. 5% であった。構成要素の配列は、調理法や数は
第１コードに、食品名は第１、第２コードに、形状は第３コードに、その他の用語は第１

から第３コードに記される傾向にあった。
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